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AMD アダプティブ コンピューティ ングは、 従業員、 顧客、 パートナーそれぞれが認められ、 受け入れられている と実感できる環境作りに取り組ん

でいます。 その一環と して、 製品資料およびその他関連資料に含まれる非包括的な用語/表現を排除していきます。 当社ソフ ト ウェアおよび IP に組

み込まれている用語を含め、 人を差別、 疎外した り、 歴史的な偏見を増長する可能性のある表現をな くすための社内的取り組みが始まっています。

該当表現を改め、 進化する業界標準に則った取り組みを進めていますが、 旧製品資料には配慮に欠ける表現が残っている可能性があ り ます。 詳細は、

この リ ンクを参照して ください。

AMD Versal™ アダプティブ SoC のシステム レベルの
メ リ ッ ト と、 競合するプログラマブル ロジッ ク  デバイス と
比較した場合の性能について解説します。

WP539 (v1.2.1) 2025 年 2 月 13 日

Versal プラッ ト フォームの
システム レベルのメ リ ッ ト

この資料は表記のバージ ョ ンの英語版を翻訳したもので、 内容に相違が生じる場合には原文を優先します。 資料によっては英語版の更新に対応してい

ないものがあります。 日本語版は参考用としてご使用の上、 最新情報につきましては、 必ず最新英語版をご参照ください。

概要

ムーアの法則はこの 50 年間にわたり技術の隆盛を支えてきましたが、 現在一般的には、
ゴードン ・ ムーアが 1965 年に立てたイ ノベーシ ョ ンの速度に関する予測は当てはまらなく
なっている と考えられています。 従来のシ リ コンのアーキテクチャのままでは、 将来の
ワークロード需要の高ま りに対応できません。 コンピューター アーキテクチャ分野のリー
ダーがよ く指摘するよ うに [参照 1]、 ワークロード需要に対応するため、 業界はコン
ピューター アーキテクチャの新たな黄金期に突入し、 ド メ イン特化型のアーキテクチャが
登場しました。

AMD の Versal ポート フォ リオは、 革新的なアーキテクチャを提供するものです。 ク ラス最
高の 7 nm プログラマブル ロジッ ク と、 スカラー プロセッシング エンジン、 空間プロセッ
シング ハードウェア エンジン、 ベク トル プロセッシング エンジン、 最先端のメモ リおよ
びインターフェイス技術を搭載し、 幅広い市場とアプリ ケーシ ョ ンに対応する適応型のド
メ イン特化アーキテクチャの基盤となるプラ ッ ト フォームを提供します。 

このホワイ ト  ペーパーでは、 一連のド メ イン アプリ ケーシ ョ ンにおいて競合するプログラ
マブル ロジッ ク  ベースのデバイス と比較し、 Versal アーキテクチャのシステム レベルの性
能を評価します。 

https://japan.xilinx.com/content/dam/xilinx/publications/about/Inclusive-terminology.pdf
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はじめに
こ こ数年にわたり、 コンピューティング産業はデータの爆発的増大および機械学習 (ML) と  AI アプリケーシ ョ ンの急成長を目
のあたりにしました。 その結果、 高スループッ トかつリアルタイムの演算性能のニーズはこれまでになく高まっており、 ワー
クロード要件の進化とプロ ト コルの変化に対応できる適応性を維持するこ と も求められています。 図 1 を参照してください。

Versal アダプティブ SoC は、 データセンター ネッ ト ワーク、 ス ト レージおよび演算アクセラレーシ ョ ン、 エッジから ク ラウ
ドでの AI アクセラレーシ ョ ン、 5G 無線、 有線アプリ ケーシ ョ ン、 自動運転、 航空宇宙/防衛市場などをはじめとする幅広い
市場およびアプリ ケーシ ョ ンの未来の製品の基盤となる準備ができています。 

X-Ref Target - Figure 1

図 1: デバイス タイプの比較
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システム レベルの性能

Versal のアーキテクチャは従来 FPGA のアーキテクチャではあ り ません。 Versal はその登場以来、 ファブリ ッ クのインク リ メ
ンタルな QoR (結果の品質) 性能よ り も、 システム レベルの性能を向上するこ とを目指していました。 AMD が掲げていた具体
的な目標は、 前世代およびほかのプログラマブル ロジッ ク  ベース  アーキテクチャに対してシステム レベル性能を最大 5 倍に
するこ とでした。 Versal アーキテクチャは、 AI エンジン、 プログラマブル ネッ ト ワーク  オン チップ (NoC)、 100G イーサネッ
ト  MRMAC、 600G イーサネッ ト  DCMAC、 400G 高速暗号化エンジン、 600G Interlaken、 メモ リ  コン ト ローラーなどの基本的
な IP を統合するこ とによってそれを実現しています。

主な課題

Versal アーキテクチャは主に 3 つの課題に対処します。

• 1 ワッ ト あた りのシステム レベル性能

• エネルギー効率の高い演算およびデータ移動機能

• プログラマブル ロジッ クにおける メ タル スケーリ ングの限界 

システム レベルの価値を向上するのは、 単に性能そのものを提供するこ とだけではあ り ません。 消費電力を考慮せずに性能
を比較しても、 問題の半分しか見ていないこ とにな り ます。 消費電力は、 運用コス トの上昇と高度な冷却コス トの上昇の両面
において、 全体的なシステム コス トに影響を与えます。 たとえば、 Google によれば、 システムの総消費電力 (TDP) と総保有
コス ト  (TCO) には R2 = 0.78 の相関関係があ り ます [参照 2]。 

従来のプログラマブル ロジッ クは非常に柔軟性に優れている一方で、 その柔軟性にはコス トがかかり ます。 ハード化された
ゲートに実装された機能は、 プログラマブル ロジッ クへのソフ ト実装よ り も電力効率が 10 倍向上する場合があ り ます。 たと
えば、 PCIe® DMA - CPU ホス ト、 ベク トル - ベク トル演算、 行列 - 行列演算、 メモ リ  アクセスおよびデータ移動、 高速プロ ト
コル エンジン、 暗号化などの基盤となる演算およびデータ移動機能を ASIC ハード化する と、 よ り多くのプログラマブル ロ
ジッ クおよびプラ ッ ト フォーム リ ソースが開発者に開放され、 業界を一変させるよ うな革新的で適応性の高いド メ イン特化
アーキテクチャを開発できるよ うにな り ます。 

Versal アーキテクチャでは、 メ タルのスケーリ ング限界にも対応できます。 ト ランジスタの遅延は改善され続けているもの
の、 メ タルのスケーリ ングが大きな課題になっていました。 FPGA では通常よ り多くのメ タルのインターコネク ト を持ち、
ASIC よ り高負荷であるため、 問題はさらに悪化したのです。 
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図 2 のグラフはこの傾向を示しています。 このグラフが示すのは、 28 nm から  20 nm、 16 nm、 10 nm、 7 nm にスケーリ ングさ
れた同一のクワッ ド配線リ ソースに関する ト ランジスタ と メ タルの正規化された遅延時間です。 ト ランジスタの遅延時間は
徐々に短くなっていくのに対し、 メ タルの遅延時間はほとんど  2 次曲線的に増加していきます [参照 3]。 7 nm Versal アダプ
ティブ SoC ファブリ ッ クでは、 メ タル ト ラ ッ クを厚く し抵抗を低くするためにメ タル層を追加したため、 この傾向は部分的
に緩和されています。 AMD がこの問題に対処したも う  1 つの方法は、 メ タル主導のプログラマブル ロジッ ク と比較して性能
が大き く向上するよ う、 よ り多くの ASIC ハード  ブロ ッ クを提供したこ とです。

これまで、 FPGA のベンチマークはファブ リ ッ クの QoR のみに基づいて取られていました。 また、 一部はメ タルの遅延に関
する課題が原因で、 現在のプログラマブル ロジッ ク  ファブ リ ッ クの性能は前世代と同様です。 たとえば、 図 3 は、 24 の RTL 
デザインの集ま りに対する  GEOMEAN FMAX 性能について、 AMD の前世代の Virtex™ UltraScale+™ FPGA と競合の Agilex デ
バイスのファブリ ッ ク性能の比較を示しています。 

X-Ref Target - Figure 2

図 2: プロセス スケーリングのみの限界

X-Ref Target - Figure 3

図 3: GEOMEAN FMAX 性能比較

WP539_02_021325

Transistor delay

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0
28 nm 20 nm

Limitations of Processing Scaling Only
Metal and transistor delays for quad routing resource

aross different technologies

16 nm 10 nm 7 nm

Metal delay

Assumes the same routing resource scaled to different nodes. 
Theoretical performance does not represent any actual fabric performance.

N
or

m
al

iz
ed

 D
el

ay

WP539_03_020525

AGFA022R25-2V
(Intel 10 nm FPGA)

Geomean FMAX across 24 Designs

XCVU23P-2
(Virtex UltraScale+ 16 nm)

1.24 X

1.0 X

Quartus 21.1 vs. Vivado 2021.1



Versal プラッ ト フォームのシステム レベルのメ リ ッ ト

WP539 (v1.2.1) 2025 年 2 月 13 日  5

ソフ トウェア プログラマブル アーキテクチャに使用する  
Vivado、 Vitis、 Vitis AI

Versal はヘテロジニアス  プロセッシング アーキテクチャを採用しているため、 開発者は個々のワークロードを最適なプロ
セッサに割り当てて実行でき、 性能を最大限に高めるこ とができます。 システム レベルで Versal の価値を引き出すには、 い
くつかのツールと ワークフローが必要です。

このため、 AMD は複数のソフ ト ウェア開発プラ ッ ト フォームを提供しています。 Vitis™ および Vitis AI は、 これまでソフ ト
ウェア開発者にとって障壁となっていた要素を取り除いた専用の開発プラ ッ ト フォームです。 一方、 Vivado ML はハードウェ
ア開発者向けに従来のフローを提供します。 

Versal アダプティブ SoC を使用した開発には、 システム設計手法が必要です。 最初の工程では、 どのソフ ト ウェア ファンク
シ ョ ンをどのデバイス  カーネルにマップするか、 どれだけの並列性が必要か、 そしてそれをどのよ うに実現するかなど、 シ
ステム アーキテク トがアプリ ケーシ ョ ン アーキテクチャについて重要な判断を下します。 

アプリ ケーシ ョ ンの各タスクを最も効率良く実行できるハード ウェアに割り当ててタスクの最適なマップを選択するこ とによ
り、 ユーザーは帯域幅、 スループッ ト、 およびレイテンシの理想的なバランスを達成し、 システム レベル性能を最大化でき
ます。 たとえば、 複雑なアルゴ リズムおよび制御はスカラー処理に適しています。 これに対し、 予測可能な低レイテンシが必
要と される不規則なデータ構造は、 適応型ハードウェアにマップします。 また、 負荷の大きい通常の計算タスクは、 浮動小数
点および複素数演算をネイティブにサポート したベク トル プロセッシング ユニッ トにコーディングします。 これらのファン
クシ ョ ン ブロッ ク間では、 専用の配線バッ クボーンによって効率的にデータが転送されます。 図 4 を参照してください。

X-Ref Target - Figure 4

図 4: 各種アプリケーシ ョ ン タスクに応じたハードウェア エンジン
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どのタスクをどのエンジンにマップするかを決定したら、 それに応じて開発タスクを適切な開発者に割り振るこ とで、 各カー
ネルのコーディングおよび最適化を並行して進めるこ とができます。 この工程では主に、 C++ ソース  コードを作成し、 適切
なコンパイラ  オプシ ョ ンと指示子を適用して性能目標を満たすよ うに効果的な実装を作成します。 カーネル コードは、 適応
型ハードウェアまたは AI エンジン アクセラレータ用に提供されている約 1,000 種類もの Vitis オープンソース  ライブラ リ関数
の中から  1 つ以上を選んで再利用するこ と もできます。 

開発者は、 最初から最後まで自分のレベルに応じて慣れ親しんだデザイン環境で作業ができるため、 生産性が最大化します。
また、 これらすべての開発フェーズでエミ ュレーシ ョ ンも利用可能です。 最後の工程では、 Vitis フローを利用してカーネル
と下位のプラ ッ ト フォームを検証、 リ ンク、 およびパッケージ化します。 これらカーネルの一部と外部メモ リは NoC 配線
バッ クボーンで接続されており、 専用コン ト ローラーによってデータが転送されます。 

AI およびビデオ解析開発者 

Vitis に加え、 AMD は Vitis AI 開発キッ トおよび Vitis Video Analytics SDK も提供しています。 これらのキッ トは、 効率と使い
やすさを重視して設計されており、 AI アクセラレーシ ョ ンの可能性を最大限に引き出すほか、 コンピューター ビジ ョ ンを
データセンターやエッジでの強力な洞察に変える役割を果たします。 

AMD VCK5000 などのアクセラレータ  カードは、 標準化された開発フローで AI エンジンを使用するこ とによ り、 卓越した演
算性能と  ML 推論性能を発揮します。 Vitis AI では、 ハード ウェアについての事前知識がなくても  Python™ または C++ API を
使用して TensorFow、 PyTorch、 Caffe モデルを簡単に実行できます。 

Versal アダプテ ィブ SoC vs. 競合 FPGA

以降のセクシ ョ ンでは、 Versal アーキテクチャによって提供される一連のド メ イン アプリ ケーシ ョ ンのシステム レベル性能
を説明し、 競合のプログラマブル ロジッ ク  ベースのデバイス と比較します。 

CNN ベースの画像検出

応用機械学習の手法は、 幅広いアプリ ケーシ ョ ン分野で広く使用されるよ うにな り ました。 実際、 近い将来、 機械学習によっ
て変革されていない業界を見つける方が難し くなるでし ょ う。 成長が著しい応用機械学習の 1 つの領域は、 ビジ ョ ンおよびビ
デオ処理の分野です。 インターネッ ト上のビデオ コンテンツはこ こ数年で急増しており、 それに比例して、 画像の並べ替え/
分類/識別方法の改善に対するニーズも高まっています。

Versal アーキテクチャの基盤の 1 つは AI エンジン テク ノ ロジです。 5G 無線および機械学習ワークロードの信号処理要件に対
応するため、 Versal アーキテクチャはスケール可能な演算機能をいかに提供するかに注力する必要があ り ました。 ファブ リ ッ
ク  ベースの DSP は非常に柔軟できめ細やかなプログラマビ リ ティを提供しますが、 ビッ ト  レベルのインターコネク ト とプロ
グラマビ リティによって加わるオーバーヘッ ドによ り、 演算密度のスケーリ ングが制限されます。

AI エンジン テク ノ ロジは、 VLIW のベク トル - ベク トル演算エンジンと行列 - 行列演算エンジンを 2 次元に配列したもので、
ワード  レベルでプログラム可能なインターコネク ト を備えています。 AI エンジンは、 AMD ならではのデータフロー、 確定的
で演算効率の高い処理を保ちながら、 演算密度を大幅に向上させます。 以下のグラフは、 前世代の DSP から  AI エンジン 
(AIE)、 AIE-ML エンジンに至る演算密度の進化を比較したものです。 こ こに示すよ うに、 AI エンジンによ り、 AMD デバイス
の演算性能は桁違いに向上しました。 これは、 5G 無線や応用機械学習などのアプリ ケーシ ョ ンにとって非常に重要です。
図 5 を参照して ください。
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AI エンジンの詳細は、 『AI エンジンとそのアプリ ケーシ ョ ン』 [参照 4] を参照してください。

AMD は Versal アダプティブ SoC の推論スループッ ト性能を示す結果を MLPerf Data Center Inference v1.0 に提出しま
した。 こ こで AMD は、AI 推論用開発カード  VCK5000 上で動作する  AMD 初の Versal AI コア シ リーズ デバイスであ
る  VC1902 を使用した ResNet50 v1.5 画像検出ベンチマークにおいて、ハード ウェア プログラマブル プラ ッ ト フォー
ム業界を リードする性能を示しました。

図 6 は、 Versal デバイス  (VCK5000) での測定結果と、 競合社製プログラマブル デバイスおよび Versal AI エッジ デバ
イス  VE2802 の性能見積も り を示しています。 Versal アーキテクチャの特長 (AIE、 NoC、および CPM(1) ) は、 競合の 
10 nm FPGA デバイス と比べ、 2.7 倍～ 8.2 倍のワッ ト あた り性能を実現しています。 

Versal AI エッジ シ リーズ、 VE2802 アダプティブ SoC、 AIE-ML の詳細は、 AMD のウェブサイ ト
https://www.amd.com/en/products/adaptive-socs-and-fpgas/versal/ai-edge-series.html を参照して ください。

X-Ref Target - Figure 5

図 5: Versal アダプテ ィブ SoC: 演算性能が桁違いに向上

1. CPM は、 DMA および CCI (Cache Coherent Interconnect) デザインを備えた PCIe 用統合ブロ ッ クです。

X-Ref Target - Figure 6

図 6: Versal アダプテ ィブ SoC のワッ トあたり性能は 2.7 倍
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5G 無線ビームフォーミング 

MassiveMIMO 無線は世界中の 5G 商用展開の主要なフォーム ファ ク ターです。 物理層および上位層の手続き と制御信号は、
5G NR (New Radio) でビームフォーミ ングをサポートするよ う規定されています。 Massive MIMO 無線は、 32 または 64 個のア
ンテナ素子を使用して 1 人または複数のユーザーに対してビームを形成し、 時間および周波数において同じスペク トル リ
ソースを使用するこ とでセル容量を大幅に増大させながら、 セル間およびセル内の干渉を削減します。 

アンテナ数が 64 の 200 MHz システム (無線のビーム フォーミ ング デバイスなど) の典型的な無線構成では、 ダウン リ ンクで 
1.5 TMAC/s の演算を実行する必要があ り ます。 アップ リ ンク方向のビームフォーミ ングを実行するためにさ らなる演算が必
要になり ます。 

Versal アーキテクチャは、 5G NR の進化し続ける厳しい設計要件に対応するため、 適応型演算の柔軟性および性能を提供して
います。 特に、 Versal AI エンジン テク ノ ロジは、 乗算器、 メモ リ、 インターコネク トで構成される従来の FPGA ファブリ ッ
ク と比較した場合、 消費電力を低減させながら必要な演算密度を向上させます [参照 5]。 

図 7 に、無線 5G アプリ ケーシ ョ ンにおける  Versal AI コア VC1902 プロダクシ ョ ン デバイスの予測結果と、 エネルギー効率を
高めるために必要なハード化機能のない競合プログラマブル デバイスの予測結果との比較を示します。 Versal アーキテクチャ
の特長 (NoC、 AIE、 および CPM) は、 競合の 10 nm FPGA デザインと比べ、 2.14 倍のワッ ト あた り性能を実現しています。(1) 

1. Intel 社の結果は Quartus PTC 21.2 によって、 18x19 乗算器使用率を 75%、 SmartVID およびスタティ ッ ク消費電力削減を含むと想定して見

積もられました。 SmartVID およびスタティ ッ ク消費電力削減の数値は AMD によって検証されていません。 AMD の消費電力は XPE 
2020.3 によって、 ワース ト  ケース、 最大プロセスで、 同様の演算効率を想定して見積もられました。

X-Ref Target - Figure 7

図 7: 無線 5G ビームフォーマー アプリケーシ ョ ンにおける Versal アダプテ ィブ SoC のワッ トあたり性能は 2.14 倍1
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ネッ トワーク  アクセラレーシ ョ ン

ク ラウ ド事業者やエンタープライズ データセンターでは、 特にネッ ト ワークのアクセラレーシ ョ ンに関して、 CPU から幅広
いク リティカル アプリ ケーシ ョ ンをオフロードするニーズが高まっています。 CPU 負荷の高いアプリ ケーシ ョ ン処理をオフ
ロードするのに役立つ、 まったく新しいタイプのハード ウェア アクセラレータが市場に登場しました。

AMD のネッ ト ワーク  アクセラレータは、 演算コス トの高いネッ ト ワーク処理 (IPsec や NVMeoF など) をオフロードする と共
に、 構成可能で拡張可能なデータ  プレーン プログラマビ リティを提供するこ とによって、 CPU の使用効率に革命をもたらし
ます。 Versal アーキテクチャは、 ハード  IP などの多くの基本的機能を追加するこ とでネッ ト ワーク  アクセラレータ  アプリ
ケーシ ョ ンにメ リ ッ ト をもたらし、 同時にデータ  プレーンのカスタム処理を可能にします。 

これらの機能は次のとおりです。

• ホス ト  PCIe インターフェイスおよび DMA

• 400 Gb 全二重高速暗号化エンジン

• オンチップ データ移動およびハード  メモ リ  コン ト ローラー向けのプログラマブル NoC

• 100 GbE および 400/600 GbE MAC

• Arm® Cortex®-A72 アプリ ケーシ ョ ン APU および Cortex-R5F リ アルタイム RPU コア

• ク ラス最高の ト ランシーバー テク ノ ロジ 

これらの重要なハード  IP 機能は、 消費電力とフッ トプ リ ン ト を削減し、 デバイス  リ ソースを解放してその他の機能 (インラ
イン機械学習やカスタム パケッ ト処理機能など) に使用できるよ うにします。

図 8 は、 ネッ ト ワーク  アクセラレータ  アプリ ケーシ ョ ンにおける  Versal デバイス と競合プログラマブル デバイスの消費電力
見積も りの比較を示します。 PCIe カードの消費電力バジェッ ト を超過している競合の 10 nm FPGA(1) と比較する と、 Versal 
アーキテクチャでは、 75W PCIe フォーム ファ ク ターで 16W の電力ヘッ ドルームを確保しています。 

1. ネッ ト ワーク  アクセラレータの設計: 540k LUT、 PCIe Gen4x16、 2x 100 GbE MAC、 2x DDR4 インターフェイス、 NoC 有効。 AMD の消費電

力は 2020.3 XPE によって、 ワース ト  ケース、 最大プロセスで見積もられました。 競合デバイスの消費電力は 21.2 Quartus PTC によ り、

SmartVID およびスタティ ッ ク消費電力削減を含むものと想定して見積もられました。 SmartVID およびスタティ ッ ク消費電力の削減の数値

は AMD によって検証されていません。

X-Ref Target - Figure 8

図 8: ネッ トワーク  アクセラレーシ ョ ン  アプリケーシ ョ ンにおいて、 Versal アダプテ ィブ SoC は
競合デバイスと比較して 16W を超える追加ヘッ ドルームを提供1
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DCI ブリ ッジングおよびト ランスポート向け SmartPHY ソリューシ ョ ン

データセンターが 400G、 いずれは 800G に移行する中、 今後も  DCI (データセンター インターコネク ト ) 装置には柔軟性が求
められます。 これらの増え続けるネッ ト ワーキング負荷には、 ルーター /スイ ッチ チップで最新の SerDes レート  (56G ～ 
112G) を使用し、 DCI ブリ ッジングおよびト ランスポート機能を円滑化する完全密度の動作が必要です。 一方、 ク ライアン ト  
インターフェイスはレーンあたり  10G から  112G までさまざまです。 これらのク ライアン ト  インターフェイスをネッ ト ワーク
およびト ランスポート  チップにブリ ッジするには、 必要に応じて SerDes レート を調整し、 FEC を変更するこ とが必要になり
ます。 多くの ト ランスポート  アプリ ケーシ ョ ンでは、 必要に応じて、 複数クライアン トの多重化、 または 1 ク ライアン トの
複数ラインへの逆多重化など、 その他の機能が求められます。 さ らに、 頻出するインフラス ト ラ クチャ装置へのサイバー攻撃
を防ぐために、 インライン暗号化/復号化などのセキュ リティ機能も必要になり ます。 

AMD の Versal アダプティブ SoC SmartPHY ソ リ ューシ ョ ンは、 最大 2.4 Tb/s のト ランスポート /ネッ ト ワーク  インターフェイ
スを光フェイスプレートに接続し、 1 つのデバイスに最大 1.6 Tb/s の全二重暗号化の統合を可能にします。 これは業界で飛び
抜けて ト ップク ラスのデバイスあたりの密度であ り、 OEM システム プロバイダーは差別化された製品を開発できます。 

図 9 は、 同等の DCI ブリ ッジング デザインにおける  Versal デバイス と競合プログラマブル デバイスの消費電力見積も りの比
較を示します。

Versal アーキテクチャの特長 (NoC、 CPM、 および HSC) とハード  イーサネッ ト  インターフェイスの高密度によ り、 競合の 10 
nm FPGA(1) と比べ 2.2 倍のワッ ト あた り性能と、 PCB フッ トプ リ ン トの 70% 削減を実現しています。

1. DCI ブリ ッジング デザイン: AMD の消費電力は 2020.3 XPE によってワース ト  ケース、 最大プロセスで見積もられました。 競合デバイスの

消費電力は 21.2 Quartus PTC によ り、 SmartVID およびスタティ ッ ク消費電力削減を含むものと想定して見積もられました。 SmartVID およ

びスタティ ッ ク消費電力削減の数値は AMD によって検証されていません。

X-Ref Target - Figure 9

図 9: DCI ブリ ッジング アプリケーシ ョ ンにおいて、 Versal アダプテ ィブ SoC は競合デバイスと比較して 
2.2 倍のワッ トあたり性能を実現1
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3: Based on Quartus Power & Thermal Calculator 2021.2 including SmartVID and static power savings, AMD XPE 2020.3
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スト レージ アクセラレーシ ョ ン 

フォーム ファ ク ターによって制約を受けるアプリ ケーシ ョ ンは数多くあ り ます。 消費電力を一定の枠内に抑えながら適応型
ハードウェアの性能を最大化する必要があるインライン エンタープライズ ス ト レージ アクセラレーシ ョ ン アプリ ケーシ ョ ン
もその例です。 U.2 フォーム ファ ク ターのス ト レージ デバイスにおいて、 適応型ハードウェアが占める基板面積と、 基板上
に搭載できる メディアの量には直接のト レードオフがあ り ます。 さ らに、 EDSFF E1 などの新しいス ト レージ フォーム ファ ク
ターには、 少なく と も  1 辺が 33.75 mm 未満のパッケージが要求されます。 

Versal プライム VM1402 デバイスは、 35 mm x 35 mm パッケージで 648 のシングルエンド  I/O、 31 mm x 31 mm パッケージで 324 
のシングルエンド  I/O を提供し、 一般的なス ト レージ ワークロードに対して想定される消費電力は 17W です。 さらに、 計算用
ス ト レージ アプリケーシ ョ ン向けに、 Versal AI エッジ VE2308 デバイスは、 23 mm x 23 mm パッケージで最大 31 の INT8 TOPS 
を提供し、 ス ト レージ ハードウェア規格に準拠しながら、 かつてないワッ ト あたり性能を実現します。

図 10 に示すよ うに、 最も近い競合製品の 10 nm FPGA は 42 mm よ り小さいパッケージ寸法では提供されておらず、 多くのエ
ンタープライズ DC ス ト レージ フォーム ファ ク ターに適合しません。 Versal アダプティブ SoC に統合されたハード  IP (CPM 
DMA、 NoC、 および各種 AI エンジン) は、 これらのデバイスをよ り小さいフォーム ファ ク ターにスケーリ ングできるよ うに
し、 差別化された機能の提供を可能にします。 

X-Ref Target - Figure 10

図 10: エンタープライズ SC スト レージ フォーム ファクター (EDSFF) の比較
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まとめ

Versal アダプティブ SoC は、 大幅に向上した性能とヘテロジニアスな統合を含む、 まったく新しいタイプの製品です。 多くの
基本的な IP (AI エンジン、 NoC、 100G MRMAC、 600G DCMAC、 400G 高速暗号化エンジン、 600G Interlaken など) を Versal 
アーキテクチャ内にハード化するこ とで、 Versal アダプティブ SoC は競合 FPGA に対して性能およびワッ ト あた り性能面で著
しい優位性を持ち、 このホワイ トペーパーで述べた通り、 幅広いアプリ ケーシ ョ ンでシステム レベルの性能を大幅に向上さ
せます。

システム レベルのベンチマーク比較を含む詳細は、 次を参照してください。
https://www.amd.com/en/products/adaptive-socs-and-fpgas/versal/adaptive-soc.html 

ベンチマークを試すには、 次を参照して ください。 
https://www.amd.com/member/forms/registration/white-paper-539.html

https://www.amd.com/en/products/adaptive-socs-and-fpgas/versal/adaptive-soc.html
https://japan.xilinx.com/member/forms/registration/white-paper-539.html
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5. AMD アプリ ケーシ ョ ン ノート  (XAPP1352): 『AI エンジンへのビームフォーミ ングの実装』 
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改訂履歴

次の表に、 この文書の改訂履歴を示します。

日付 バージョ ン 変更内容

2025 年 2 月 13 日 1.2.1 誤字の修正。

2022 年 2 月 15 日 1.2 「ソフ ト ウェア プログラマブル アーキテクチャに使用する  Vivado、 Vitis、 Vitis AI」 を更
新。

2021 年 9 月 15 日 1.1 「参考資料」 を更新。

2021 年 8 月 26 日 1.0.1 誤植の修正。

2021 年 8 月 25 日 1.0 初版
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お読みください: 重要な法的通知
本資料に掲載されている情報は情報提供のみを目的と しており、 技術的に不正確な情報、 省略、 誤植を含む可能性があ り ます。 こ こに記載の

情報は、 製品およびロードマップの変更、 コンポーネン ト とマザーボードのバージ ョ ン変更、 新しいモデルや製品のリ リース、 製造業者の違

いによる製品の差異、 ソフ ト ウェア変更、 BIOS のフラ ッシュ、 ファームウェア アップグレードなどを含む (ただしこれに限定されない) 多く

の理由によって変更される場合があ り、 不正確となる可能性があ り ます。 いかなるコンピューター システムにも完全に防止または軽減でき

ないセキュ リティの脆弱性のリ スクが存在します。 AMD は、 情報の更新、 または修正や改訂について一切の義務を負わないものと します。

ただし  AMD は本情報を改訂してその内容を随時変更する権利を有し、 その改訂または変更に関して通知する義務は負いません。 本情報は

「現状有姿」 で提供されます。 AMD は本書の内容について一切の表明も保証も行わないものと し、 本情報の不正確さ、 誤り、 省略について

一切の責任を負いません。 また、 AMD は非侵害性、 商品性、 または特定目的適合性に関する黙示的保証を行わないものと します。 AMD は
本資料に含まれる情報の使用に起因する依存、 直接、 間接、 特別、 または結果的な損害に対して、 AMD が当該の損害の可能性を知らされて

いた場合であっても、 責任を負う こ とはあ り ません。

自動車用のアプリケーシ ョ ンの免責条項

オートモーティブ製品 (製品番号に 「XA」 が含まれる ) は、 ISO 26262 自動車用機能安全規格に従った安全コンセプ ト または余剰性の機能 
( 「セーフティ設計」 ) がない限り、 エアバッグの展開における使用または車両の制御に影響するアプリ ケーシ ョ ン ( 「セーフティ  アプリ ケー

シ ョ ン」 ) における使用は保証されていません。 顧客は、 製品を組み込むすべてのシステムについて、 その使用前または提供前に安全を目的

と して十分なテス ト を行う ものと します。 セーフティ設計なしにセーフティ  アプリ ケーシ ョ ンで製品を使用する リ スクはすべて顧客が負い、

製品責任の制限を規定する適用法令および規則にのみ従う ものと します。

© Copyright 2021–2025 Advanced Micro Devices、 Inc. AMD、 AMD の矢印形のロゴ、 UltraScale+、 Versal、 Virtex、 Vitis、 Vivado、 およびその組

み合わせは Advanced Micro Devices, Inc の商標です。 Python は Python Software Foundation の商標です。 PCIe® は、 PCI-SIG Corporation の登録商

標です。 PyTorch、 PyTorch ロゴ、 および関連マークは、 Linux Foundation の商標です。 TensorFlow、 TensorFlow ロゴおよび関連マークは 
Google Inc の商標です。 この資料に使用されているその他の製品名は識別目的のみに使用されており、 所有するそれぞれの企業の商標である

可能性があ り ます。

この資料に関するフ ィードバッ クおよびリ ンクなどの問題につきましては、 jpn_trans_feedback@amd.com まで、 または各ページの右下にある  
[フ ィードバッ ク送信] ボタンをク リ ッ クする と表示されるフォームからお知らせください。 フ ィードバッ クは日本語で入力可能です。 いただ

きましたご意見を参考に早急に対応させていただきます。 なお、 このメール アドレスへのお問い合わせは受け付けており ません。 あらかじ

めご了承ください。
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